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ルピア高円安

ルピア安円高 2022/7/29 2022/8/5 変化率
0.8983 0.8940 -0.48%

2022/7/29 2022/8/5 変化幅
7.122 7.156 +0.034

2022/7/29 2022/8/5 変化率
6,951.12 7,084.66 +1.92%

1日に発表された7月の消費者物価指数（CPI）は食料品価格の高騰
を背景に前年同月比+4.94%とインドネシア中央銀行（BI）のインフレ
目標レンジ（2-4%）の上限を上回りましたが、BIが注目をしているコア・
インフレ率は同+2.86%と引き続きレンジ内となりました。2日は台湾を巡
る米中関係の緊張の高まりからリスク回避の動きが強まり国債利回りは大
幅に上昇（価格は下落）しました。5日は同日発表の第2四半期の
GDPが予想を上回ったことを好感し利回りは低下しました。インドネシア10
年国債利回りは前週比上昇しました。

［債券市場］インドネシア自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2022年8月5日）

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1月4日～2022年8月5日）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1月1日～2022年8月5日） 1日に発表された7月のCPIが7年ぶりの上昇幅となりましたが、コア・インフ

レ率が落ち着いていることなどから為替市場への影響は限定的となりまし
た。2日以降は台湾を巡る米中の緊張の高まりからリスク回避姿勢が強ま
りルピアは対米ドルで下落しました。5日に発表された7月の外貨準備高
は1321.7億ドルと前月から減少しました。同日発表された第2四半期の
GDPが市場予想を上回り、ルピアは対米ドルでは買い戻し傾向となりまし
た。ルピアは前週末比対米ドル、対円ともにやや下落しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］

［債券市場］
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＜当資料に関してご留意いただきたい事項＞※当資料は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社が、情報提供を目的として作成した資料であり、金融商品取引法に基づく開示資料で
はありません。また、特定の金融商品の勧誘・販売等を目的とした販売⽤資料ではありません。※当資料は、信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしもその正確性、完
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イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第379号／加入協会 ⼀般社団法人投資信託協会、⼀般社団法人日本投資顧問業協会
英国プルーデンシャル社は、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開しているプルデンシャル・ファイ
ナンシャル社、および英国のM&G社の子会社であるプルーデンシャル・アシュアランス社とは関係がありません。

（対象期間：2022/8/1～2022/8/5）

2022年8月8日
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］
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1日のインドネシアの株式市場は前週末の銀行の好調な決算発表受け
大手銀行株を中心に上昇しました。2日は台湾を巡る米中の緊張の高
まりから上値の重い展開となりましたが、大手銀行株が引き続き買われま
した。3日はエネルギー株とハイテク株がけん引し続伸しました。4日は材
料難の中横ばいとなりましたが、引き続きハイテク株などは堅調となりまし
た。5日に発表された第2四半期のGDPは前年同期比5.44%増加し、
市場予想の同5.17%増を上回りました。これを受け株式市場は底堅い
展開となり、インドネシア株式市場は前週末比上昇しました。
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